
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

●年間計画に位置付け、計画的にオリンピック・パラリンピック教育

を推進してる。 

●オリンピック・パラリンピックそのものについての学習とオリンピ 

ック・パラリンピックを通じた学習（４×４）を通して「児童の良 

さをさらに伸ばし、他者への共感や思いやりなどの『多様性を尊重 

する』態度を養い、児童たちの人生の糧となるようなレガシーを残 

すこと」ことを目標としている。 

 

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

次代に語り継がれるレガシー創出事業 全校での取り組み 

●学校内に「オリンピック・パラリンピック」に向けて意識が高まっ 

てきた。 

●本校の「オリ・パラ教育」の柱である「多様性」について児童の 

意識が高まってきた。 

●オリンピック・パラリンピックアンバサダーとして、東京オリンピ 

ック２０２０を広めていきたい。 

●「日本のよさ」に気づき、「海外のよさ」を知ることができた。 

●オリンピアンの生き方を学び、自分自身を見つめることができた。 


